
 

 

 

 

令 和 6 年 3 月 2 6 日 

国土交通省中部地方整備局 
沼 津 河 川 国 道 事 務 所 

記者発表資料 

伊豆
い ず

縦貫
じゅうかん

自動車道 国道 414 号 

河津
か わ づ

下田
し も だ

道路（Ⅱ期）河津
か わ づ

七滝
ななだる

IC～河津
か わ づ

逆川
さかさがわ

IC 間 

開通後（河津桜観光期）の 

交通状況・開通効果について 
１．概要 

令和5年3月19日（日）に開通した伊豆縦貫自動車道 河津下田道路（Ⅱ期） 

河津七滝IC～河津逆川IC間の開通後（河津桜観光期）の交通状況・開通効果についてとりまと

めましたので、お知らせいたします。 

 
 

■交通転換の状況 

・並行する国道414号および(主)下佐ケ野谷津線の交通の約3割が河津下田道路に転換しました。 

・河津桜まつり会場へのアクセス時間が平均約6分短縮されました。 

■【観光】伊豆半島南部の来訪者数が増加し、遠方からの来訪者も増加 

・「みなみの桜と菜の花まつり」の来場者数は約26万人であり、コロナ禍以降順調に増加しており、

会場への所要時間が短縮したことにより遠方からの来訪者の増加にも寄与しました。 

■【物流】物流効率化・労働環境の改善 

・伊豆半島南部～首都圏の平均輸送時間が短縮し、物流の効率化に寄与しました。 

■【救急搬送】救急搬送時間が短縮 

・河津下田道路を利用することで、第三次救急医療施設までの所要時間が約12分短縮し、迅速な

救急搬送に貢献しました。 

 
 

２．配布資料 
（別紙１）開通区間の概要 

（別紙２）開通１年後の交通状況と観光期の混雑緩和 

（別紙３）【観光】伊豆地域の観光の活性化を支援 

（別紙４）【観光】みなみの桜と菜の花まつりへの来場者が増加 

（別紙５）【物流】物流効率化・労働環境の改善 

（別紙６）【安全安心】迅速な緊急搬送に貢献 
 

３．配布先：静岡県政記者クラブ、沼津記者会、三島記者クラブ、下田記者クラブ 
 

４．お問い合わせ先：〒410-8567 沼津市下香貫外原3244-2 
国土交通省 中部地方整備局  

沼津河川国道事務所 副所長(道路) 中川
なかがわ

 晋
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吾
ご

 

計画課長   番場
ばんば
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りょう

平
へい

 

TEL 055-934-2010 

Mail cbr-nmz-tyouni@mlit.go.jp 

道路の異状を発見したら・・・道路緊急ダイヤル （通話料無料・２４時間受付） 
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開通区間の概要

■拡大図 河津下田道路（Ⅱ期）
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別紙１

［写真②］ 本線区間［写真①］ 河津七滝IC交差点付近

撮影：2023.9

至 伊豆市

至 下田市

至 河津町

至 伊豆市

至 下田市

撮影：2024.2

■河津下田道路（Ⅰ期・Ⅱ期）は、延長約60㎞の伊豆縦貫自動車道の一部であり、静岡県河津町

から静岡県下田市を通る延長約12.5kmの道路です。

■2023年3月19日に、河津下田道路（Ⅱ期）の一部区間である河津七滝IC～河津逆川IC間の約3.0

㎞が開通しました。
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■全体図 伊豆縦貫自動車道
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開通１年後の交通状況と観光期の混雑緩和

河津七滝IC～河津逆川IC間の開通から約1年が経過した時点では、国道414号と（主）下佐ヶ野谷

津線の交通量の約3割が転換し、河津下田道路の交通量は約4,200台/日となっています。

毎年2月に開催される「河津桜まつり」において、「河津桜まつり」の会場へ向かう観光交通と下田

方面の交通が分離され、河津町内での旅行速度が向上しました。

■開通区間の概要図と交通量観測位置図 ■開通前後の交通量変化（Ａ断面）

■河津下田道路

■国道414号

■(主)下佐ケ野

谷津線

出典：交通量調査結果（開通前：2023.2.25（土）、開通後：2024.2.24（土））
※河津下田道路は同一日のトラカンデータ ※（ ）内の数字は大型車交通量

関連都市計画道路

開通区間

事業中区間

一般国道

主要地方道

速度状況・所要時間算定区間

交通量調査実施箇所

河津下田道路（Ⅱ期）の開通後、下田市方
面に向かう車両が開通区間を利用するように
なったことで、河津町内の混雑が緩和しまし
た。

地元の皆さんからも、走行環境が改善され
たとの声を聞いています。
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【参考】河津桜まつりの来場者数

約３割が
河津下田道路

へ転換！

（万人）

（年）
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堅調に回復
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（河津町観光協会ヒアリング 2024.2）
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■開通前後の所要時間（河津桜まつり開催時期）
【河津七滝IC→谷津交差点】

※平均：昼間12時間（午前7時～午後19時）平均旅行速度から算出した所要時間
最大：昼間12時間の間で、1時間帯ごとの平均所要時間のうち、最大の所要時間

出典：ETC2.0プローブデータ 開通前：2023.2.25（土）、開通後：2024.2.24（土）

■開通前後の速度状況（河津桜まつり開催時期）

【河津桜まつり会場沿線（河津七滝IC～谷津交差点） 】

南
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北
進

出典：ETC2.0プローブデータ 開通前：2023.2.25（土）、開通後：2024.2.24（土）
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■下田市の宿泊客数の推移

【観光】伊豆地域の観光の活性化を支援

河津七滝IC～河津逆川IC間の開通に伴い、関東地方を中心に、下田市・南伊豆町への来訪圏域拡大

に寄与しています。今後、他の未供用区間の開通により、更なる来訪圏域の拡大が期待されます。

所要時間の短縮など、観光客の移動利便性が向上したことで、下田市宿泊施設の宿泊客数や稼働率

が増加しています。

■伊豆縦貫自動車道の開通状況

河津下田道路(Ⅱ期)の開通以降、下田市へ
の移動利便性が向上したことで、宿泊されるお
客様も増加傾向にあり、来館されるお客様の圏
域もこれまでは神奈川県や東京都からの来訪
が主でしたが、山梨県や千葉県等の遠方から
のお客様が増加しています。ホテルの稼働率も
上昇傾向にあります。

河津下田道路の早期の全線整備により、さら
なるお客様の増加と、伊豆地域全体の観光の
活性化を期待しています。

（下田市内 宿泊施設ヒアリング結果 2024.2）

(年度)

2009.7 東駿河湾
環状道路(沼津岡宮IC
～三島塚原IC)開通

2014.2 東駿河湾
環状道路(三島塚原IC
～函南塚本IC)開通

2019.1 天城
北道路(大平IC～
月ヶ瀬IC)開通

2023.3 河津下田
道路(河津七滝IC～
河津逆川IC)開通

■宿泊施設稼働率の推移

■下田市宿泊者の来訪圏域の変化

出典：道の駅利用者アンケート調査結果（開通前（2022.8）、開通後（2023.8） ）より作成

出典：静岡県観光交流の動向

新型コロナウイルスの
感染拡大により、減少
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出典：下田市内 宿泊施設（2024.2）より作成
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【観光】みなみの桜と菜の花まつりへの来場者が増加

河津七滝ＩＣ～河津逆川ＩＣ間の開通により、 伊豆半島の南端である南伊豆町へ立ち寄りやすくな

り、遠方からの来訪者が増加するなど、観光産業の発展に貢献しています。

南伊豆町では、2月初旬～3月初旬にかけて「みなみの桜と菜の花まつり」を開催しており、2024年

の来場者は約26万人を記録し、コロナ禍以降、順調に増加しています。

■開通区間の概要図

南伊豆町では、毎年2月初旬～3月初旬にか
けて「みなみの桜と菜の花まつり」を開催して
います。

河津下田道路（Ⅱ期）の開通前は、国道135
号が来場者の主要な経路でしたが、開通後は
開通区間を主要な経路として利用する来場者
が増加しました。

移動の利便性が向上したため、さらなる来訪
者数の増加を期待しています。

（南伊豆町観光協会ヒアリング2024.3）
出典：南伊豆町観光協会 提供データより作成

分析断面

（下田市役所前）

河津下田道路
（Ⅱ期）

開通区間

※下田市、南伊豆町、河津町を発着地とする車両は除外

※

※

※

出典：ETC2.0プローブ情報（小型車を対象） 開通前：2023.2（休日）、開通後：2024.2（休日）
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沼津岡宮ＩＣ

函南塚本IC

Ｅ70
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至

名
古
屋

至 東京

遠方エリアを発着地とする割合が増加



0 100 200 300

開通前

開通後

国道135号
ルート

河津下田
道路ルート

（分）

拘束時間 = 輸送時間 + 休憩時間

平均輸送時間 232分

平均輸送時間 207分

拘束時間 = 輸送時間

休憩
時間
３０分

連続運転
４時間

輸送時間 約25分短縮
（うち 約12分が、開通区間の利用による短縮時間）

■伊豆半島南部～豊洲市場の輸送時間短縮の例

【物流】物流効率化・労働環境の改善

河津七滝ＩＣ～河津逆川ＩＣ間の開通に伴い、輸送時間が短縮したことにより、物流の効率化に寄

与しています。

伊豆半島南部と首都圏との輸送においては、平均輸送時間が短縮したことで、ドライバーの拘束

時間も短縮するなど、労働環境の改善に寄与しています。

下田から豊洲市場にわさび等を始めとする青果品を輸送しており、河津下田道路（Ⅱ期）の部分
開通前は、夏期大型車通行規制区間など、線形不良区間が点在する現道国道414号の利用を避け、
国道135号経由で伊豆縦貫自動車道を北上していました。

海水浴のシーズンや河津桜の時期は、国道135号が混雑するため、輸送時間が長くなり、ドライ
バーの労働時間の増加につながっていました。また、ドライバーは4時間運転すると30分休憩するこ
とが義務付けられており、配送先を目前にしていても30分の休憩を余儀なくされるなど、休憩時間を
含む、拘束時間については、さらに増加していました。

開通後は、開通区間を利用する輸送ルートに変更したことで、輸送時間が短縮し、ドライバーの労
働時間の削減が図れています。物流2024問題のように、これから労働規制がさらに厳しく
なるため、伊豆縦貫自動車道の全線開通に、大きく期待しています。

■伊豆半島南部で収穫された青果品の輸送経路

（物流企業 ヒアリング2024.2）

豊洲市場へ

Ｅ１Ａ
Ｅ１ Ｅ70

東
駿
河
湾
環
状
道
路

開通前経路（国道135号経由）

開通後経路（河津下田道路経由）

凡 例
高速道路

開通済区間

有料道路

事業中区間

調査中区間

関連都市
計画道路

その他区間
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天城峠道路
（月ケ瀬～茅野）

天城北道路
2019年１月 開通

：しずおかセレクション認定品

わさび

出典：JAふじ伊豆

河津七滝IC～河津逆川IC
2023年3月19日 開通 河津逆川ＩＣ

河津七滝ＩＣ

かわづさかさがわかわづななだる

い ず

出典：ETC2.0プローブデータ 開通前：2022.8.14（日）、開通後：2023.8.13（日）
昼間12時間平均旅行速度より算出

【連続運転４時間毎 ３０分休憩の確保】

○「旅客自動車運送事業運輸規則第21条第1項の規定に基づく事

業自動車の運転者の勤務時間及び乗務時間に係る基準」にて、

連続運転時間4時間毎に、30分休憩の確保が規定。

出典：ETC2.0プローブデータ 開通前：2022.8.14（日）

河津下田道路（Ⅱ期）

河津下田道路（Ⅰ期）

中島橋交差点

谷津交差点

速度低下
発生区間

大平ＩＣ

月ケ瀬ＩＣ

三島塚原ＩＣ

大場・函南IC

修善寺ＩＣ

(下田北ＩＣ）

(下田ＩＣ）

(須原ＩＣ）

(蓮台寺ＩＣ）

(敷根ＩＣ）

（函南IC）

沼津岡宮ＩＣ

函南塚本IC

Ｅ70

N

至

名
古
屋

至 東京

夏季大型車通行規制区間
（現道国道414号）

■開通前輸送ルートの旅行速度状況
【国道135号ルート】

：20~30km/h ：30~40km/h ：40~50km/h ：50km/h~：0~20km/h

北
進

南
進

7h

12h

18h

海水浴場周辺区間
速度低下発生

海水浴場周辺区間
速度低下発生

谷津中島橋 白浜中央
海水浴場

白浜大浜
海水浴場

柿崎

○東日本～関西を中心に物流
サービスを展開。

○伊豆半島南部で収穫された
「わさび」等を始めとする青果
品を週3回程度、下田市から
豊洲市場に輸送。

【参考】下田市に位置する物流企業

7h

12h

18h
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全搬送件数

順天堂大学病院への搬送件数

開通前：約90分

開通後：約78分
約12分
短縮

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

開通前

開通後

出典：ETC2.0プローブデータ 開通前：2022.8.14（日）、開通後：2023.8.13（日）
昼間12時間平均旅行速度より算出

観光客の増加や地域の高齢化等により、2023年にお
ける下田市内の救急搬送件数は、コロナ禍以前よりも
増加するなど、救急搬送需要は増加傾向にあります。

開通前は、国道414号の線形不良区間を回避するた
め、国道135号経由で救急搬送していましたが、夏期は、
搬送件数が増加する一方、交通混雑が発生するため、
病院への到着時間が長くなってしまう傾向にありました。

開通後は、開通区間を経由するルートに変更したこと
で、迅速な搬送が可能となりました。患者さんやドライ
バーの負担軽減にもつながっており、非常に助かって
います。

河津下田道路の全線開通によるさらなる
医療活動へのご支援を期待しています。

■河津七滝IC～河津逆川IC間の開通により、下田市街地からの搬送ルートについて、開通区間を利
用するルートに変更したことで、国道135号の混雑区間の回避が可能となり、迅速な救急搬送につ
ながっています。

■最新の下田市内の救急搬送件数は、コロナ禍以前よりも増加しており、救急搬送需要は増加傾向
にあります。引き続き、道路整備による救急医療活動への支援が期待されています。

（下田地区消防組合 下田消防本部 ヒアリング 2024.1）

【安全安心】迅速な緊急搬送に貢献

【国道135号ルートと河津下田道路ルートの所要時間比較】

■開通区間利用による所要時間の短縮効果

＜下田市街地→順天堂大学医学部付属病院＞

国道135号
ルート

河津下田道路
ルート

（分）

■下田市内の救急搬送件数の推移

至 順天堂大学医学部付属静岡病院
（伊豆の国市）

下田消防本部

線形不良区間のため
患者さんへの負担が

大きく利用を回避

下田市

下田
市街地

（下田IC）

（敷根IC）

（蓮台寺IC）

（下田北IC）

（須原IC）

河津逆川IC

河津七滝IC

開通後
救急搬送

ルート

開通前
救急搬送

ルート

■開通前後の救急搬送経路の変化

N

関連都市計画道路
開通区間(2車線)
事業中区間（2車線）

一般国道

線形不良区間

主要地方道

国道135号ルート
(開通前)

河津下田道路ルート
(開通後)
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（件）

【救急搬送件数の推移】 コロナ禍以前よりも
搬送件数が増加

新型コロナウイルスの感染拡大による出動要請の減少

河津町

かわづさかさがわかわづななだる

し も だ し

2023年

3月19日開通
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